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Ⅲ．実 践 紹 介





































































































































































Ⅳ ま と め
1 主催者と講師の連携・協働
主催者と講師との連携が行われることによ
り、研修の目的に至る背景を共通理解しなが
ら、効果的な研修内容や方法を協働的に考える
ことができた。
2 保育者の課題意識を高める研修会の工夫
公開保育や DVD 等の視聴や事例研究など保
育の場面を仲間と一緒に見たり、語り合ったり
することで、子どもの発達や保育者の関わりに
ついて、イメージが共有化されやすくなった。
保育者自身が多面的な物の見方や考え方に触
れ、自分自身の考えを広げていくワークショッ
プ研修は、参加者が同じ視点から理解し合い、
語り合い自らの実践を振り返ることができた。
保育者が自ら変容する気持ちが高まるような研
修会の持ち方の工夫が必要であると思われた。
3 養成校として学び続ける学生を育てる
養成校として、保育者を目指す学生たちが生
涯にわたり学び続ける保育者になるための基礎
として、何が必要なのか考えると 学びに向か
う力や仲間と協働的に物事に向き合う力・仲間
の一人として自覚と責任をもって行動する力な
どが挙げられる。これらの力が身につくような
アクティブ・ラーニング型授業の実施を中心に
現職保育者の質的向上に向けての研修会の充実 25
学修方法の工夫を今後も続け、「学び続ける教
員・保育者」の養成をめざしたい。
参考文献
・「幼稚園教育要領（平成 29年 3月告示）」文部科
学省
・「これからの学校教育を担う教員の資質向上につ
いて～学び合い、高め合う教員育成コミュニテ
ィの構築に向けて～（平成 27年 12月答申）」文
部科学省中央教育審議会
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